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和泉小学校・いずみこども園等施設と和泉公園との一体的整備基本計画（素案）概要版                令和 8年７月  

１．基本計画策定の背景・目的 

・老朽化等の課題がある和泉小学

校・いずみこども園等施設（ちよ

だパークサイドプラザ・いずみ

こどもプラザ含む）は、児童・園

児への負担軽減を図る観点等か

ら、現敷地建て替えではなく、隣

接する区立和泉公園敷地への移

転建て替えに向けて検討を推進 

・令和元年度から施設関係者との

意見交換を重ね、令和６年度か

らは公園の視点を検討に加え、

地域の意見を踏まえ、令和８年

２月に新たな公園と学校等施

設の一体的整備構想を策定 

・整備までの一貫性のある方針と

設計の与条件となる事項を提

示するために本基本計画を策

定 

 

２．整備の方向性 

 限られた敷地における必要規模への対応、都心至近の立地における学び舎・

地域コミュニティの核として求められる機能の確保、地域の住民・関係者の

ニーズに応えるパブリックスペースの創出を目指す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３．整備の前提条件と配置計画 

○想定する施設規模 

・就学前人口の推移や新たな教育需要にも対応すべく、小学校・こど

も園・こどもプラザの３つの機能を拡充するとともに、地域利用・

公園施設機能も加え、施設規模約 16,500 ㎡と想定 

○全体配置計画 

 

 

 

○動線計画 
 

 
 

公園に係る整備の方向性 

■様々な活動を受け止める都会のオア

シスの創出 

■周辺環境とのつながり・みどりの維持

向上 

■公園及び地域の歴史的積層の尊重 

 

学校等施設に係る整備の方向性 

■新たな教育需要にも対応可能なゆと

りある教育環境を整える 

■安全・安心を確保しながら、心身の

健康と環境に配慮した施設づくり 

■地域に開かれ、ともに育む、防災拠

点にもなる施設づくり 

計画地の概要 

項目 

和泉小学校・いずみこども園等施設 

（ちよだパークサイドプラザ・ 

いずみこどもプラザ含む） 

和泉公園（都市計画公園、街区公園） 

敷地 

面積等 

3,963.06 ㎡ 

うち校庭面積：約 1,200 ㎡ 

  園庭面積：約 200 ㎡  

4,607.71 ㎡ 

但し、その一部（約 600 ㎡）は校庭とし

ても使えるよう整備され、学校の教育活

動がある日に校庭として使われている

ため、実際に公園としていつでも有効に

利用できる範囲は約 4,000 ㎡ 

 

一体的整備の必要性 

・一時移転による児童・園児及び関係者への負

担解消、公園と学校の両者にとってより良い

整備・利用内容を可能とするため、両敷地の

入れ替えによる一体的整備を推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学校等施設と公園

双方の空間・機能

の充実化のため、

「人工地盤校庭パ

ターン」にて整備

内容を具体化 

公園と校庭の一体的な活用を促進するため、両者を

接続する階段をわかりやすい場所に配置 

・道路に沿ったオープ

ンスペースを施設敷地

も含め連続して確保し、

ゆとりある沿道空間と

緑環境を創出 

南北の通り抜け動線や

人工地盤下の機能の視

認性の支障にならない

ように配慮 

工事期間中も含めて、南北の

通り抜け動線を継続的に確保 
三井記念病院への動線の継続的確保 

出入口は佐久間

学校通りに面し

て配置 

延べ面積 約 16,500 ㎡ 

小学校 

普通教室・特別教室・管理諸室・ 

体育館・プール等 

現況：7,091 ㎡ 

面積増加 

・機能充実 
約 11,000 ㎡ 

こども

園 

保育室・生活諸室・ 

管理諸室等 

現況：1,942 ㎡ 
機能充実 約 2,500 ㎡ 

こども 

プラザ 

他 

学童保育・一時保育・児童館機能等 

現況：686 ㎡ 

機能充実 約 3,000 ㎡ 
区民図書室（館）・会議室・倉庫等 

現況：1,737 ㎡ 
周囲の市街地形成への影響も踏ま

えた公園・広場に類する空間 
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４．学校等施設の基本計画 

○学校等施設の導入機能と諸室のあり方 

区分 導入機能 

和泉小学校 

・教育・学習支援機能 

・活動・生活支援機能 

・管理・運営機能 

・防災機能 等 

いずみこども園 ・保育機能 ・管理・運営機能 等 

いずみこどもプ

ラザ 

・放課後児童支援機能 

・多世代交流機能 

・子育て支援機能 等 

共通施設・ 

地域利用 
・地域利用機能 等 

 

 ５．和泉公園の基本計画 

○和泉公園の導入機能 

導入機能 

・公園機能 

 自然環境機能、憩い機能、防災機能といった基本的機

能に加え、歴史資源機能、シンボル機能、コミュニティ

形成機能、運動・遊び場機能、先駆的活用機能を有する

「地域の中心」となる公園 

・地域住民・公園利用者の利便性を向上させる機能 

人工地盤の下部空間を公園施設（教養施設、屋根付広

場等）として整備し、立体的に利用し地域住民・公園利

用者の利便性を向上させる機能を導入 

 

・公園の整備内容については、公園整備時期に合わせ、これ

までのご意見、整備の方向性、現状の機能等を踏まえ検討 

 

 

６．整備の推進に向けて 

○事業手法 

・公直接建設方式、ECI 方式等

があり、施設整備の水準や事

業コスト、期間等の観点から

比較検討を行い、最適な手法

を基本設計段階で整理 

○基本計画策定以降のスケジュール 

 

 

 

○想定事業費 

・昨今の物価上昇や労務単価の

上昇、また複雑な仮設計画や

施工計画になることなどをふ

まえ、設計段階で建設条件を

整理したうえで算定 

 

 

○工事期間中の対応 

・工事期間中の和泉公園機能の代替として、和泉小学校の校庭

（未使用時間帯の開放）に加え、旧和泉町ポンプ所跡地・佐

久間公園・いずみ児童遊園、秋葉原公園等の有効活用を検討 

 

 

【こどもプラザ】 

・子どもたちの放課後の居場所となる児童館機能を

中心とし、遊び、学び、交流を支える場とする 

・学童保育、一時保育、図書、図工、多目的活動、遊

戯等の多様な活動に対応でき、年齢や利用目的に応

じた過ごし方を受け止め 

 

 

学童 
保育室 

一時 
保育室 

遊戯室 

図書室 図工室 

乳
児
室 

事務室 
・相談室 
・更衣室 

 
玄関 
ホール 

オープンスペース 

多目的室 

準備室 
・倉庫 

ト 
イ 
レ 

ト 
イ 
レ 

【こども園・保育室ゾーン】 

・乳児と幼児の発達段階や生活特性に応じて保育活

動ができ、保育室相互や関連諸室の関係に配慮 

 

 

 

 

園児用 

玄関 

多目的室 
・遊戯室 

幼児 
保育室 

乳児 
保育室 

図書 
コーナー 

園児用 
トイレ 

午睡室 

ト 
イ 
レ 

職員室兼 
保健室 

休 
憩 
室 

園 
長 
室 

会 
議 
室 

給食調理室 

教 
材 
室 

更 
衣 
室 

相 
談 
室 

倉 
庫 

【小学校・普通教室ゾーン】 

・オープンスペース、教材室、トイレ等を普通教室の

近くに配置し、日常の活動ができるだけ普通教室ま

わりで完結する構成 

 
 

普通 
教室 

普通 
教室 

普通 
教室 

普通 
教室 

多目的 
教室 

トイレ 
・流し 

オープンスペース 

特別 
支援 
教室 

更衣室 
教材室 

階段 
・   

通風・採光 視線 学びの展開 機能連携 利用動線 

【小学校・特別教室ゾーン】 

・専門的な設備や設えを要する学習活動を支える場

として構成。高学年教室との連携、こどもプラザや

地域開放との関係にも配慮 

安全・安心な施設計画 

・構造性能の確保 

・防災性能の確保 

・地域開放と安全対策の考え方 

・子どもの活動に配慮した工事

工程 

・将来の変化に対応できる施設

構成 

設備計画 

・ZEB Ready 等への対応 

・長寿命で耐久性の高い設備

計画 

・感染症予防対策への対応 

・防災性・機能維持性に配慮

した設備計画 

【小学校・管理諸室ゾーン】 

・学校運営を支える場として職員室、校長室、事務

室、保健室等の相互連携が図りやすい構成。日常の

運営や児童対応に支障のない配置 

和泉公園の代替機能対応（基盤地図情報（国土地理院）を加工して作成） 

・基本計画策定以降は、設計、各整備（新施設（第１期・第２期）、新公園）を推進。事業進捗を踏ま

え、基本設計に向けて引き続き地域住民等と意見交換を行い、検討に反映 

・整備の段階に応じて周囲への情報提供を実施 

想定施工ステップ 

想定整備スケジュール 


